



























































































































































































































































1.小学校 2.中学校 3.高等学校 4.中等教育学校
5.特別支援学校 6.その他 ( )
/ /
/ /
1.校長 2.教頭 3.副校長 4.主幹 5.統括教諭
6.主任 7.主事 8.その他 ( )
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｢教月のキャリア形成に果たす神奈川大学の役割｣について
問 2 次の点について,今の教員の力はどの程度不足 していると思いますかo
大いに やや
不足 している 不足 している 不足 している 十分ある
1 教科に関する専門知識 1 2 3 4
2 教材研究力 1 2 3 4
3 -殻的教養 1 2 3 4
4 社会人としての常識 1 2 3 4
5 教員同士の人間関係づ くり 1 2 3 4
6 保護者とのコミュニケーション力 1 2 3 4
7 生徒理解 1 2 3 4
8 教育者としての使命感 1 2 3 4
9 学級経営力 1 2 3 4
10 部活指導 1 2 3 4
11 事務処理能力 1 2 3 4
間3 教職についてから行なってきた研修 .研究や学習は,自分の能力形成にどの程度役立ち
ましたか○
大いに 少 し 参加
役立った 役立った 役立った 役立っていない していない
1 初任者研修 1 2 3 4 5
2 経年研修 1 2 3 4 5
3 教委による課題別研修 1 2 3 4 5
4 教科別研修 .研究 1 2 3 4 5
5 校内研修 1 2 3 4 5
6 組合研修 1 2 3 4 5
7 民間研究会への参加 1 2 3 4 5
8 同僚との自主学習 1 2 3 4 5
9 先輩から学んだこと 1 2 3 4 5
10 個人的自主学習 1 2 3 4 5
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問4 次のような研修があれば,どの程度受けたいと思いますか○
ぜひ 時間がとれれば あまり
受けたい 受けたい 受けたくない 受けたくない
1 教科の専門内容 1 2 3 4
2 教科の指導技術 1 2 3 4
3 ⅠT活用法 1 2 3 4
4 カウンセリング 1 2 3 4
5 軽度発達障害 (LD,ADHD, 1 2 3 4
アスベルガーなど)
6 生徒指導 1 2 3 4
7 保護者との関係づくり 1 2 3 4
8 学級経営 1 2 3 4
9 学校の管理運営 1 2 3 4
10 その他 ( )間5 次のような方法の研修があれ,､どの程度参加したいと思いますか○
ぜひ あまり
参加 したい 参加 したい 参加 したくない 参加 したくない
1 実践事例の検討 1 2 3 4
2 ワークショップ 1 2 3 4
(ロールプレイなど)
3 専門家の講演 1 2 3 4
4 ディベー ト 1 2 3 4
5 ⅠTを使った研修 1 2 3 4
6 その他 ( )問 6 研修や研究会-出席しにくい理由とし,､次のものはどの程度当てはまりますか○
大いに あまり まったく
当てはまる 当てはまる 当てはまらない 当てはまらない
1 費用がかかる 1 2 3 4
2 忙しくて時間が取れない 1 2 3 4
3 校務を休んで出張できない 1 2 3 4
4 管理職が認めてくれない 1 2 3 4
5 他の教員への気がねがある 1 2 3 4
6 開催地が遠い 1 2 3 4
7 内容が実践的でない 1 2 3 4
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｢教員のキャリア形成に果たす神奈川大学の役割｣について
問 7 大学で研修する機会があれば,どのような内容や方法の研修を期待 しますか○
問8 現在,あなたが課題としていることはどのようなことですかo
アンケー ト調査の報告書は,全員の方へ2008年にお届けいたします○
①共同研究の報告書は2010年に発行される予定です○報告書送付を希望 しますかo (はい .いいえ)
②質問紙調査の後,2008年度にインタビュー調査を予定 しています○神奈川県内?方を対象として,1人






















































































･調査概要 ･意図 ･方法 - 鈴木 そよ子



















とリス トづ くり ･ ･入江 直子
･学校ボランティア活動に参加 した学生の








②質問紙回答プログラミング ･ ･鈴木 明
(∋質問紙回答入力
(問 1入力)･ ･小池 美佑紀
(間 1チェック)･ ･室井 健太郎
(問 1-ll,12,13チェック) ･鈴木 そよ子
(問 2-6入力)･ - 小池 美佑紀
(問 2-6チェック)･
/ト池 美佑紀 ･田口 友樹
(間7入力)･
′｣､池 美佑紀 ･田口 友樹
(問7チェック)･





の入力 ･チェック ･ ･鈴木 そよ子
④入力データの集計 ･ ･･鈴木 明












②封筒印刷 ･ ･石川 里奈
(参質問紙印刷 ･2つ折 ･ ･･鈴木 そよ子
④封筒宛名シール ･切手貼 り ･
田口 友樹 ･山口 竜也
⑤返信用封筒 2つ折 ･ ･田口 友樹
①発送物の封入 ･ ･田口 友樹
室井 健太郎 ･鈴 木そよ子
(∋発送 (質問紙7月29日) - 鈴木 そよ子
(2)受け取り ･入力準備作業
(2007.7.30-2007.9.7)
①返信封筒の住所チェック ･ 二宮 アキ子
②ナンバリング ･受け取 り印 - 田口 友樹
③質問紙回答のコピー ･ ･田口 友樹 ･
小池 美佑紀 ･室井 健太郎
(3)お礼と督促のはがき発送関係作業
(2007.8.17-2007.8.20)
(∋印刷 ･ ･鈴木 そよ子
②住所シール貼 り ･ ･田口 友樹
(参住所変更者等チェック ･ 二宮 アキ子















(∋綴 じ ･ ･室井 健太郎 ･石川 里奈 ･
杉本 真弓 ･山崎 由美子
(3)封入,発送
①封筒印刷 ･ ･･鈴木 そよ子
②住所ラベル貼 り,封入 ･
室井 健太郎 ･杉本 真弓














(5)問 5の ｢4 ディベー ト｣に関 して
･中学校の教科別
(社会 ･理科 ･数学 ･英語)4表
･高等学校の教科別

























































｢間 6 研修や研究会-参加 しにくい理由と
して,次のものはどの程度あてはまります
か｡｣の各項目のグラフ
おわりに
2007年 9月から質問紙調査の回答を巡る検討
を始めた｡11月,12月は急な校務のために研究
会を延期せざるを得なかったが,10月の研究会
の議論に基づき,項目ごとの検討を進めている｡
項目内のクロス集計と同時に,項EI間のクロス
集計にもとづ く分析や,分析の根拠となる関連
情報の調査も進めている｡
質問紙調査の回答の分析は,2007年度内にま
とめ,2008年度に学会発表あるいは誌面におい
て公表されることになる｡ボランティア活動に
おける学生の成長分析についても,誌面におい
てで報告されることになる｡
教員免許更新制が2009年度から施行される｡
そして,大学が開設主体となって免許状更新講
習を実施することになる｡現役の先生方にとっ
て有益なものとするための手がかりを本共同研
究から得て,キャリア形成と研修の関係のなか
に,講習を位置づけたい｡2008年度は,2007年
度の分析結果を一つの仮説として,インタビュ
ーを中心とした研究を進める予定である.
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